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 年の瀬を迎えて ～ありがとうのオウム返し～ 

校長 吉田  靖  

 

早いもので、閉校まで残り３カ月となりました。先日、すてきな出会いがありました。

創作オペレッタ「東氏ものがたり」実行委員会の金古のり子委員長さんが来校されたので

す。出演した５，６年生に直接お礼を伝えたいとのことでした。それぞれの学級へご案内

し、わずかな時間ではありましたが、心が温まる時間を私も共にすることができました。

そして、あのオペレッタ公演がどれだけすばらしかったのかを改めて認識させていただく

ことができました。そのお話の中で心に残った言葉が「ありがとうのオウム返し」です。

「オウム返し」とは、相手が口にした言葉を、同じように繰り返すこと。繰り返す言葉に

よって影響は様々ですが、相手との一体感が生まれるため、気持ちのよい人間関係づくり

に有効だと言われます。たとえば、「ありがとう」と言われたら「こちらこそありがと

う」と言うようなケースです。本公演の終了後、会場いっぱいに響き渡る声で「ありがと

うございました」とお礼が言えた子ども達でしたが、金古委員長さんはその声のお返しと

して、わざわざ本校へ足を運んでくださり、お礼の気持ちを伝えてくださったのだと思い

ます。こうした気持ちのよい人間関係に恵まれた子ども達は、本当に幸せだなあと感じま

した。 

話は変わりますが、「古今里子９月号」でもお知らせした「岐

阜県地域子ども支援賞」の授賞式に同伴させていただきました。

授賞された河辺の清水豊隆さんは、平成２３年４月から現在まで

の長きにわたり、本校のクラブ活動（図工クラブ）の指導を続け

てこられました。また、清水さんは、毎日のように子ども達の登

校時間や下校時間に見守り活動を続けてみえます。一人一人にあ

いさつの声をかけ、子どもの朝の様子を観察し、そのおかげで子

ども達は安心して登校でき、朝のあいさつ習慣も身についていま

す。そして何より、「登下校見守りボランティア」を組織化する

にあたり、清水さんはその中心となってご尽力されました。先日

の学校運営協議会（大和南の子どもを育む会）において授賞報告

があり、会員の方々のこれまでの協力に対して清水さんが深く感

謝の意を述べられました。清水さんが「ありがとう」の言葉を返

された様子は、どこか「ありがとうのオウム返し」の話とつなが

るように思えました。見守りボランティアには現在１６名が登録

されています。清水さんをはじめ、子どもたちを支えてくださる

多くの皆様の温かな関わりに、心よりお礼を申し上げます。 

さて、明日からは冬休み。年末年始は一年の大きな節目です。

自分で決めたことをやりぬく冬休み、お手伝いやボランティアを

続ける冬休み、そして、健康第一で「ありがとう」があふれる冬

休みになることを願っています。 
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＜「ひびきあい集会」～思いやりの心を「形」に～＞   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年代表の短歌】 
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・【郡上踊りカード】 

＜５回以上達成者＞ １年：堀繊華  

・【第２９回 古今伝授の里短歌大会】 

  ＜自由題・ジュニアの部 入選＞  ６年：山田彩華 

・【第１０回 郡上市文芸祭】 

  ＜ジュニアの部 入選＞      ３年：山中悠里愛 

・【クルマの児童画コンクール２０２３】 

  ＜低学年の部 岐阜大学 河西栄二賞＞ ２年：遠藤圭都 

・【第３１回 古今伝授の里駅伝大会】 

 ＜小学５・６年生女子の部 １位＞ 大和ミニバスケ女子 

６年：増田うらら 

６年：山内咲凛 

 ＜小学５・６年生女子の部 ３位＞ 大和ミニバスケ女子２ 

４年：増田華玲 
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１２月１日に、人権週間の取組の一つとして、「ひびきあい集
会」を行いました。この集会は、全校にひびかせたいぽかぽか言
葉やぽかぽか行動を、全校みんなで考える大事な時間です。 
まずは、人権擁護委員の山内正文さんから、人権についての話

を聞きました。思いやりの心は目に見えないので、目に見える
「形（行動、働きかけ等）」にすることが大事だと、具体的な場
面を示しながら教えてくださいました。「命を大切にする」「み
んな仲良く」という心を「形」にすることによって、誰もが安
心・安全な学校になり、「南っ子宣言」にもつながるということ
を教えてくださいました。 
仲間委員会からは、「ぽかぽか行動キャンペーン」の提案がさ

れました。 
また、各学年代表が自分の「ぽかぽか短歌」を発表し、短歌に

込めた思いを話しました。その後、チームごとに全員が短歌を発
表しました。 
集会をきっかけに、子ども達は積極的にキャンペーンに参加

し、ぽかぽか行動をたくさんしたり、友達のよい所を見つけたり
することができました。人権擁護委員の山内正文さん、ありがと
うございました。 
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【お願い】 
岐阜県 PTA連合会、郡上市

PTA連合会より、書き損じ等の
未投函はがき等の寄付の協力
依頼がありました。（他に
も、未使用切手、未使用の図
書券、未使用の商品券等）。 
寄付された未投函のはがき

や商品券等は、養護・福祉施
設への寄付、郡上市 PTA活動
充実のための資金等に使われ
るそうです。 
ご協力いただける場合は、

１月２６日（金）までに学校
へお願いします。（担当：教頭） 


